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Taragi Town Topics
ぶらっとたらぎ散歩
旧多良木中学校跡地
利活用に関するアンケート集計表
ショートメッセージサービスが
始まります
児童扶養手当受給者の皆さんへ
防犯カメラ設置補助金について
後期高齢者医療加入者の皆さんへ
「お出かけ知事室」in 多良木町
　　　　　　       参加者募集
原動機付自転車の登録について
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４
月
30
日
、
黒
肥
地
小
学
校
５
・
６

年
生
を
対
象
と
し
た
防
災
教
育
を
実
施

し
、
約
50
名
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
熊
本
県
危
機
管
理
防
災
課

の
川
本
支
援
員
か
ら
「
大
風
・
洪
水
・

土
砂
災
害
」
と
「
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

５
分
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
、
「
住
ん
で

い
る
地
域
の
危
険
性
」
、
「
避
難
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
」
、
「
避
難
場
所
と
経
路
」
の

３
つ
を
確
認
し
、
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

自
然
災
害
の
発
生
に
備
え
、
備
え
る

こ
と
の
重
要
性
を
学
習
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ད޼஽Ɂষڨц఍ȾᩜȬɞᜁం፻ፀ
　

５
月
７
日
、
多
良
木
町
と
上
球
磨
消

防
組
合
、
多
良
木
町
消
防
団
は
、
大
規

模
災
害
時
の
情
報
共
有
に
関
す
る
覚
書

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

孤
立
集
落
が
発
生
し
た
際
に
は
、
消

防
団
赤
バ
イ
隊
に
よ
る
調
査
や
携
帯
電

話
の
圏
外
エ
リ
ア
で
も
文
字
通
信
で
き

る
遠
距
離
無
線
端
末 

「
ジ
オ
チ
ャ
ッ
ト
」

に
よ
る
報
告
内
容
を
３
者
が
共
有
し
、

迅
速
な
人
命
救
助
要
請
な
ど
の
対
応
を

図
り
ま
す
。

　

今
後
は
効
果
的
な
運
用
を
図
る
た
め
、

合
同
で
の
訓
練
や
研
修
な
ど
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

Тᓦᝓްᣁഈᐐɥ᚜प
　

５
月
２
日
、
多
良
木
町
認
定
農
業
者

同
志
会
お
よ
び
同
志
会
女
性
部
会
総
会

が
開
催
さ
れ
、
部
門
ご
と
に
優
良
認
定

農
業
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
部

門
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
敬
称
略
)

【
ナ
ス
】

　
　
　

 

黒
木 

康
德

【
繁
殖
牛
】

　
　

 

平
田 

里
美

【
酪
農
】

　
　
　

 

㈱
幸
牧
場

【
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
】 

㈱
ま
つ
よ
し
農
園

【
葉
た
ば
こ
】

　

 

田
中 

翔
一
・
寿
美
栄

【
花
卉
】

　
　
　

 

石
澤 

忠
実

【
ズ
ッ
キ
ー
ニ
】 

㈱
中
神
農
園

【
イ
チ
ゴ
】

　
　

 

坂
下 

奈
穂

【
キ
ュ
ウ
リ
】

　

 

愛
甲 

真
慈
・
梨
加

【
メ
ロ
ン
】

　
　

 

針
馬 

充
則
・
育
代

　

受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

ТɟȲጽ؆ͶɥីțးکᣵଆɁऐԇɋ

᷷ʬɬɽʽʅʡʒɋ৞ព࿡᠙
　֔

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
基
づ

き
、
株
式
会
社
モ
ア
コ
ン
セ
プ
ト
(
代

表
取
締
役
　

田
中
慎
二
氏
　

熊
本
市
北

区
)
か
ら
「
町
へ
の
つ
な
が
り
を
築
き
、

新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
事
業
」
に

対
す
る
寄
附
金
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
５
月
29
日
、
役
場

応
接
室
に
お
い
て
感
謝
状
の
贈
呈
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
石
井
町
長
か
ら
、
同
社
代
表

取
締
役
田
中
慎
二
氏
に
感
謝
状
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
対
象
事
業
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

͙ഈ࿂ɈɞȨȻጞሎ

Ȉ̷൏Ɂᓹȉ�ᤆӦͤᤎࣻ
　

５
月
21
日
、
多
良
木
小
学
校
で
「
人

権
の
花
」
運
動
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
昨

年
度
の
運
動
実
施
校
(
免
田
小
)
の
児

童
が
育
て
た
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
の
種
に
加

え
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ナ
デ
シ
コ
の

花
の
種
や
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
児
童
が
協
力
し
花
を

種
か
ら
育
て
る
こ
と
で
、
生
命
の
尊
さ

を
実
感
し
、
優
し
さ
と
思
い
や
り
の
心

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

石
井
町
長
は
、
「
友
達
と
一
緒
に
花
を

育
て
身
に
付
け
た
優
し
い
心
で
、
友
達

や
家
族
・
地
域
の
方
々
に
接
し
て
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

左から針馬・愛甲・坂下・中神農園・石澤・田中・まつよし農園（敬称略）左から針馬・愛甲・坂下・中神農園・石澤・田中・まつよし農園（敬称略）左から針馬・愛甲・坂下・中神農園・石澤・田中・まつよし農園（敬称略）

左から石井町長、田中社長左から石井町長、田中社長左から石井町長、田中社長

۹ᓦజޙߴಇ
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６
月
９
日
、
町
と
（
一
社
）日
本
ド
ロ

ー
ン
レ
ス
キ
ュ
ー
災
害
支
援
協
会
は
、

大
規
模
災
害
時
等
の
情
報
収
集
支
援
や

物
資
の
運
搬
支
援
な
ど
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
内
容
は
、
災
害
現
場
の
被
災
状

況
を
把
握
す
る
た
め
の
画
像
、
動
画
提

供
を
含
む
情
報
収
集
支
援
、
音
声
情
報

の
空
中
放
送
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
、

物
資
の
運
搬
支
援
を
相
互
に
協
力
し
、

迅
速
で
的
確
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

町
民
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
災
害
時
の
支
援
協
力
を
円

滑
に
行
う
た
め
、
合
同
で
の
防
災
訓
練

な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ʓʷ˂ʽୗӒɁ୿ȲȽढ
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６
月
６
日
、
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

で
、
「
令
和
７
年
度
多
良
木
町
防
災
会
議

お
よ
び
水
防
協
議
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

防
災
会
議
委
員
、
水
防
協
議
会
委
員
、

消
防
団
、
小
中
学
校
等
校
長
、
各
種
防

災
関
係
機
関
な
ど
75
名
が
出
席
し
、
災

害
時
の
体
制
や
地
域
防
災
計
画
に
つ
い

て
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
の
防
災
基
本
計
画
の
修
正
に
伴
い
、

町
独
自
の
防
災
対
策
と
し
て
、「
上
球
磨

消
防
組
合
と
消
防
団
及
び
町
と
の
災
害

時
に
お
け
る
情
報
共
有
等
に
関
す
る
覚

書
」
の
締
結
、「避
難
行
動
要
支
援
者
避

難
支
援
計
画
」
に
つ
い
て
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

　

梅
雨
の
大
雨
や
台
風
に
よ
る
災
害
発

生
に
備
え
る
た
め
、
重
要
な
話
し
合
い

と
な
り
ま
し
た
。

ད޼Ⱦ២ȤȽȗǾڒ٥Ɂӌ

̄ዢޙߴಇȾ৞ព࿡
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令
和
６
年
度
租
税
教
育
実
践
校
と
し

て
租
税
教
育
に
関
す
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
た
久
米
小
学
校
へ
、
熊
本
県
租

税
教
育
推
進
協
議
会
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

久
米
小
学
校
で
は
、
年
間
を
通
じ
て

税
に
関
す
る
学
習
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

税
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
社
会
生
活

に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

か
な
ど
、
税
に
つ
い
て
の
知
識
を
高
め

る
こ
と
な
ど
を
目
標
に
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。

伝達式の様子伝達式の様子伝達式の様子石井町長と田中社長石井町長と田中社長石井町長と田中社長

左から長谷副組合長、石井町長、杉野消防団長左から長谷副組合長、石井町長、杉野消防団長左から長谷副組合長、石井町長、杉野消防団長水防協議会の様子水防協議会の様子水防協議会の様子左から池田会員、浜洲代表理事、石井町長、松下会員左から池田会員、浜洲代表理事、石井町長、松下会員左から池田会員、浜洲代表理事、石井町長、松下会員

感謝状を受ける池邉校長感謝状を受ける池邉校長感謝状を受ける池邉校長川本支援員の講話に耳を傾ける川本支援員の講話に耳を傾ける川本支援員の講話に耳を傾ける



　

６
月
26
日
、
熊
本
県
経
済
農
業
協
同

組
合
連
合
会
ホ
ー
ル
で
熊
本
県
花
き
園

芸
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
花
き
の
振
興
お
よ
び

発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
方
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
、
本
町
か
ら
は
善
　

重
徳

さ
ん
(
多
１
区
の
２
)
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

善
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
キ
ク
農

家
と
し
て
、
地
域
農
業
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
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企
業
雇
用
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
、
江
﨑
葵
衣
隊
員
に
６
月
１
日
付

け
で
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
人
口
減

少
や
高
齢
化
な
ど
が
著
し
い
地
方
に
お

い
て
地
域
外
の
人
材
を
受
け
入
れ
、
地

域
の
課
題
解
決
や
魅
力
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
活

動
を
行
い
な
が
ら
、
地
方
へ
の
移
住
・

定
住
を
図
る
取
り
組
み
で
す
。
本
町
で

は
、
地
方
創
生
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
た
ら
ぎ
財
団
に
運
営
業
務
を
委
託

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
江
﨑
隊
員
は
関
係
人
口
創
出

事
業
を
中
心
に
、
本
町
の
魅
力
発
見
や

情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

͙ഈᫀႊڒ٥ټȝȦȪԦӌ᪞
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６
月
10
日
、
『
父
の
日
に
牛
乳
(
ち

ち
)
を
贈
ろ
う
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
と

し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
酪
農
業
協
同
組
合
の

女
性
部
４
名
が
来
庁
さ
れ
、
石
井
町
長

に
牛
乳
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
酪
農
女
性
部
が
中
心
と
な

り
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大
や
、

安
心
安
全
な
牛
乳
を
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
父
の
日
で
あ
る

６
月
15
日
に
は
、
え
び
す
物
産
館
で
来

館
者
へ
200
　

の
牛
乳
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

ȈྸȉɁஓȾȈ̓ȉɥ

石井町長と江﨑隊員石井町長と江﨑隊員石井町長と江﨑隊員
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表彰を受けた善さん表彰を受けた善さん表彰を受けた善さん ホワイト酪農業協同組合女性部の皆さんと石井町長ホワイト酪農業協同組合女性部の皆さんと石井町長ホワイト酪農業協同組合女性部の皆さんと石井町長
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防災無線は常に電源を入れておきましょう

太田家住宅（国指定重要文化財）

こ
め
び
つ

ち
ゃ
や
じ
ん
べ
え
き
よ
ひ
さ

あ
し
が
る

は
り
ま

か
ぎ
が
た

は
り
ゆ
き
す
ん
ぽ
う

よ
せ
む
ね
づ
く
り

ふ
た
か
ぎ

　

現
在
に
残
る
太
田
家
住
宅
は
、
安

政
３
年(1856)

頃
に
博
多
大
工
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
た
と
伝
わ
り
、
約
170

年
経
過
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
料

館
に
は
天
保
13
年(1842)

に
作
ら
れ

た
米
櫃
が
残
り
、
「茶
屋
甚
兵
衛
清
久
」

と
幕
末
の
当
主
名
が
墨
書
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
茶
屋
」
と
は
酒
造
業
者
の

こ
と
で
、
太
田
家
は
天
保
年
間
に
は

焼
酎
を
製
造
し
て
い
た
事
が
分
か
り

ま
す
。
人
吉
藩
で
は
家
造
り
の
規
制

が
厳
し
く
、
上
級
武
士
以
外
は
小
規

模
な
住
宅
に
制
限
さ
れ
、
下
級
武
士

や
足
軽
(
郷
士
)
の
場
合
は
、
梁
間

三
間(

約
６
ｍ)

以
上
の
住
宅
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
領
内
に
鉤
型
民

家
が
多
い
の
は
、
制
限
下
で
部
屋
数

と
規
模
を
拡
大
す
る
為
に
鉤
型
に
棟

を
伸
ば
す
方
法
が
採
ら
れ
た
か
ら
で

す
。
太
田
家
住
宅
で
も
梁
行
寸
法
が

三
間
よ
り
僅
か
に
短
く
、
広
さ
を
確

保
す
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
建

物
は
寄
棟
造
で
、
茅
葺
屋
根
を
２
ヶ

所
で
折
り
曲
げ
た
「
二
鉤
」
と
呼
ば

れ
る
特
徴
的
外
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ざ
し
き
」「あ
ら
け
」
の
客
間
部
分

と
「
台
所
」「
ど
う
じ
（
土
間
）
」
の
生

活
・生
業
部
分
の
棟
を
平
行
に
置
き
、

前
後
に
ず
ら
し
て
「な
ん
ど
（
寝
所
）」

部
分
で
両
棟
を
繋
い
だ
形
で
鉤
型
民

家
で
最
も
発
展
し
た
型
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

太
田
家
住
宅
で
は
毎
年
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「わ
か
く
さ
会
」
の
事
業
で
、

小
学
生
の
児
童
な
ど
に
よ
っ
て
障
子

の
張
り
替
え
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

太田家住宅（外観）太田家住宅（外観）太田家住宅（外観）

客間の「あらけ」客間の「あらけ」客間の「あらけ」

このページは実際の紙面のみの
掲載とさせていただきます。

このページは実際の紙面のみの
掲載とさせていただきます。
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旧
多
良
木
中
学
校
跡
地

利
活
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
表

(
Ｑ
１
・
Ｑ
２
集
計
グ
ラ
フ
)

※アンケートＱ２～Ｑ５のご意見は、次号（８月号）

　に掲載を予定しています。

　▶アンケート発送日：令和６年11月８日

　▶アンケート集計期間：　　　　　

　　　　令和６年11月８日～令和７年４月３日

　▶アンケート発送数：１，８００人分

　▶アンケート回答（集計）数：７１９人
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１　憩いの場（年齢層別）

2　企業の誘致（年齢層別）

3　スポーツ（年齢層別）

広報たらぎ2025．7７



5　住宅用地（年齢層別）

４　防災（年齢層別）

広報たらぎ2025．7 ８広報たらぎ2025．7９

30歳代

子育て、スポーツ、憩いの場 企業の誘致
３人

２人

住宅用地、子育て、憩いの場 子育て、スポーツ、憩いの場 現状（更地）のまま

２人

６人

３人

５0歳代

企業の誘致

住宅用地、防災、福祉 スポーツ、防災、企業の誘致 観光施設、宿泊施設、企業の誘致

４0歳代

住宅用地、防災

スポーツ

スポーツ、健康増進、憩いの場

企業の誘致

住宅用地、スポーツ、駐車場（大規模）

子育て、スポーツ、娯楽施設

スポーツ、健康増進、防災　

　憩いの場、防災、その他

住宅用地

駐車場（大規模）

住宅用地、宿泊施設、駐車場（大規模）

文化、スポーツ、娯楽施設

スポーツ、観光施設、娯楽施設

観光施設、企業の誘致、娯楽施設

文化、防災

６人

４人

３人

２人

19歳以下

20歳代

住宅用地 企業の誘致

子育て、憩いの場、娯楽施設
憩いの場、観光施設、

娯楽施設
宿泊施設、企業の誘致、

娯楽施設

３人

２人

娯楽施設 スポーツ、観光施設、娯楽施設 ２人３人

健康増進、企業の誘致、
町の財源確保

憩いの場、娯楽施設 娯楽施設

（３つまで選択可としておりますので、重複している項目があります。）

スポーツ、健康増進、宿泊施設 娯楽施設

子育て、教育

子育て、憩いの場、防災

文化、娯楽施設

住宅用地、企業の誘致、娯楽施設 子育て、健康増進、娯楽施設

その他

観光施設、宿泊施設、娯楽施設

住宅用地、スポーツ、企業の誘致

子育て、教育

子育て、憩いの場、娯楽施設

健康増進、娯楽施設、憩いの場

教育

憩いの場、防災、宿泊施設住宅用地、福祉

住宅用地、スポーツ、企業の誘致

住宅用地、観光施設、町の財源確保

　教育・文化、スポーツ、防災

　スポーツ、健康増進、憩いの場

　憩いの場、防災、駐車場（大規模）

憩いの場、観光施設、娯楽施設

　福祉

住宅用地、防災

住宅用地、企業の誘致、町の財源確保

　教育・文化

スポーツ、健康増進、防災

憩いの場、観光施設

憩いの場、宿泊施設、娯楽施設

駐車場（大規模）

現状（更地）のまま

住宅用地、福祉

子育て、健康増進、憩いの場

文化、スポーツ、健康増進

スポーツ、憩いの場、娯楽施設

憩いの場、観光施設、企業の誘致

防災、観光施設、宿泊施設

教育
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６0歳代

憩いの場、防災 現状（更地）のまま

住宅用地

住宅用地、スポーツ、宿泊施設

子育て、憩いの場、防災

防災

福祉

観光施設、企業の誘致、娯楽施設

４人

企業の誘致

６人

３人

２人

７0歳代

企業の誘致、町の財源確保 その他

企業の誘致 住宅用地、企業の誘致

住宅用地、防災、企業の誘致 住宅用地、企業の誘致、娯楽施設 福祉、企業の誘致

18人

５人

５人

４人

３人

２人

住宅用地、企業の誘致、町の財源確保

住宅用地、憩いの場、宿泊施設

　憩いの場、福祉、観光施設

福祉、企業の誘致、町の財源確保

スポーツ、企業の誘致、駐車場（大規模）

防災、福祉　

現状（更地）のまま、その他

　憩いの場、防災、観光施設

防災、福祉、現状（更地）のまま

その他

住宅用地

スポーツ、健康増進、憩いの場

憩いの場、防災

防災、駐車場（大規模）

宿泊施設

健康増進、憩いの場、娯楽施設

憩いの場、防災、福祉

防災、福祉、町の財源確保　

防災、町の財源確保

駐車場（大規模）

スポーツ

憩いの場

憩いの場、観光施設、娯楽施設

防災、企業の誘致　

福祉

駐車場（大規模）　
防災、駐車場（大規模）

住宅用地、企業の誘致、
駐車場（大規模）

駐車場（大規模）、町の財源確保、
現状（更地）のまま

町の財源確保 現状（更地）のまま

総務課からの

お知らせC H E C K

広報たらぎ2025．711

情報伝達をデジタル化へ

ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）が始まります

令和７年６月より、ショートメッセージサービス（SMS)を利用したお知らせを開始しています。

※SMSとは、町に届出や申請などで提出された携帯電話の番号に対し、各担当課よりお知らせをお送りするサービスです。

・各担当課からのお知らせ

　（納税のお願いなど）

※現段階では、ＳＭＳの本文にＵＲＬは記載されていません。

※ＳＭＳの本文に電話番号は記載されていません。

送信するメッセージの主な内容

問 ▶SMS全般について　総務課　☎４２－６１１１

▶メッセージの内容については、メッセージ送信元の担当課へお問合せください。

メッセージ送信元の電話番号

■ドコモ、au等の方

■ソフトバンクの方は一律　☎２４-３０５６

総　務　課

危機管理防災課

企画観光課

税　務　課

住民ほけん課

福　祉　課

産業振興課

４２－６１１１

４２－１２６２

４２－１２５７

４２－１２５４

４２－１２５６

４２－１２５５

４２－１２５２

建　設　課

農林整備課

保健センター

生涯学習課

議会事務局

農業委員会

４２－１２５９

４２－１２６７

４２－１１００

４２－１２６６

４２－１２６５

４２－１２５１

振り込め詐欺に注意！

　町では、ＳＭＳにより次のようなことをお願いすることは原則ありません。

　上記以外にも、不審なＳＭＳや電話などありましたら、決して指示に従わず、警察署または多良木町役

場にお問い合わせください。

 ※SMS送信の際、電話番号の確認には万全を期しておりますが、携帯電話の契約変更などにより対象の方以外へメールが

　 届く可能性があります。メールの内容にお心当たりがない場合は、ご容赦くださいますようお願いいたします。

 ※本SMSは送信専用のため返信はできません。また、受信料は無料です。

・銀行口座への振込みやＡＴＭの操作を求めること

・通帳やキャッシュカードを預けるようお願いすること

・個人情報をＳＭＳで送信する、ＳＭＳでお聞きすること



このページは実際の紙面のみの
掲載とさせていただきます。

このページは実際の紙面のみの
掲載とさせていただきます。

次のいずれかに該当するときは、

手当は支給されません。※
▶父母が事実上の婚姻関係にあるとき

▶父母、養育者、または児童が日本国内に住所

 を有していないとき

▶対象児童が児童福祉施設に入所または里親に

 委託されているとき

福祉課からの

お知らせC H E C K

広報たらぎ2025．7 12

福祉課　子育て支援係　☎ 42－1255問

児童扶養手当受給者の皆さん

「現況届」 の提出をお願いします

　児童扶養手当は、ひとり親家庭（父子家庭・母子家庭）や児童の両親のどちらかに一定以上の障がいが

ある家庭、父母に代わって児童を養育している家庭などの生活の安定と自立を支援し、児童の健やかな成

長を願って支給される手当です。

　８月は現況届の提出月になり、提出については該当者に後日通知をします。

※ひとり親家庭等医療費の現況届も同時に行います。

　手当は、次のいずれかに該当する児童を育ててい

る父母または養育者（父母に代わってその児童を育

てている方）に支給されます。

 ▶ 父母が婚姻（事実婚を含む）を解消した児童

 ▶ 父または母が死亡した児童

 ▶ 父または母が重度の障がい（国民年金の障害等

　 級１級程度）の状態にある児童

 ▶ 父または母の生死が明らかでない児童

 ▶ 父または母が１年以上遺棄している児童

 ▶ 父または母が裁判所からのＤＶ防止法の規定に  

 　よる保護命令を受けた児童

 ▶ 父または母が法令により１年以上拘禁されてい

　 る児童

 ▶ 母が婚姻によらないで懐胎した児童

 ▶ 母が児童を懐胎した当時の事情が不明である児童

ՙፈȺȠɞ஁ ਖ਼छɁఌᭊ

　手当の月額は下記のとおりです。

全部支給

４６，６９０円

一部支給

４６，６８０円～１１，０１０円

※第２子以降加算１人につき11，030円～5，520円

１．現況届をお忘れなく

〇受給資格喪失にご注意を

　毎年11月から翌年10月までの１年間の手当て

支給額などを決定するために、毎年１回、所得

状況などを「現況届」で報告していただく必要

があります。

　婚姻または事実上の婚姻関係（同居など内縁

関係を含む）となったときや、公的年金を受け

取ることができるときは受給資格がなくなります。

း٣ՙፈ˹Ɂ஁ɋ

※現況届がない場合は、手当が支給されない

　ことがあります。

※届出が遅れた場合には、手当を返還してい

　ただくことになります。

防災無線は常に電源を入れておきましょう

し、児童の健やかな

危機管理防災課
からの

お知らせC H E C K
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危機管理防災課　☎ 42－１２62問

犯罪の抑止力向上や安心 ・安全なまちづくりへ

防犯カメラ設置補助金

ᛃӒస͔

　町内の犯罪に対する抑止力の向上や安心・安全なまちづくりの推進を目的に、

住民や事業所などが新たに設置する防犯カメラに対し、予算の範囲内で補助金を交付します。

ᐐ៎ߦ

▶ 町内で防犯カメラの設置を行う町民
※

▶ 町税等を滞納していない者

▶ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律

  （平成３年法律第77号）第２条第６号に規定する

  暴力団員でない者 

▶ 同様の補助金を受給していない者

※町民…本町の区域内に住所を有する者又は事業所などが

　所在する法人や個人事業主

៵ጽ៎ߦ

▶ 防犯カメラやモニターなどの関連機器の購入およ

  び設置工事費

▶ 「防犯カメラ作動中」などの防犯カメラ設置を示

  す表示物の設置に要する費用

▶ 夜間時の撮影を補完するための人感センサーライ

  トの購入および設置に要する費用

対象経費の２分の１以内、上限２万円

※100円未満の端数は切り捨て

※補助金の交付申請は、１回限りとなります。

※同一の住宅などへの補助は、複数世帯であっても

　１回限りとなります。

ᛃӒᦂᭊ

①　防犯カメラの台数や撮影範囲は、必要最小限と

　すること

②　防犯カメラの撮影範囲が、自らが管理する家屋、

　建物などの敷地を中心として撮影するものである

　こと

③　防犯カメラの撮影範囲の見えやすい場所に、防

　犯カメラの設置を示す表示物を設置すること

④　防犯カメラの設置場所および撮影範囲内の住民

　の同意が得られていること

⑤　犯罪事件捜査や行方不明者捜索など、警察から

　の映像データ提供に協力できること

　補助金の交付申請は、防犯カメラを購入した

日から起算して４ヶ月以内に申請する必要が

あります。次の書類を準備して、危機管理防災

課へお問合せください。

　＊防犯カメラの概要がわかるカタログ

　＊設置場所や撮像範囲などの現況写真

　＊領収書の写しや内訳のわかる明細

　＊借家・借地の場合、貸主からの防犯カメラ

　　設置同意書など
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防災無線は常に電源を入れておきましょう

住民ほけん課　保険年金係　☎ 42－125６問

防災無線は常に電源を入れておきましょう

広報たらぎ2025．715

総務課　総務係　☎ 42－6111問

「限度額適用・標準負担額減額認定証」と「限度額適用認定証」について

■入院・外来時の自己負担限度額

　令和６年12月２日以降、後期高齢者医療制度では「限度額適用・標準負担額減額認定証（減額証）」

と「限度額適用認定証（限度証）」の新規発行を終了しています。今後の取り扱いは次のとおりです。

■現在、「減額証」（あさぎ色）、 「限度証」（桃色）をお持ちの方

 「資格確認書」（桃色）に負担区分の併記を申請されている方

　令和７年７月31日で有効期限が切れます。新しく「負担区分が併記された資格確認書」（クリーム色）

　を７月中に郵送しますので、８月１日からご使用ください。

■新しく申請が必要な方

　負担区分が低所得者Ⅰ・Ⅱの方および現役並み所得者Ⅰ・Ⅱの方で、現在「減額証」、 「限度証」ま

　たは「負担区分が併記された資格確認書」をお持ちでない方は、外来および入院の受診時に利用で

　きるため、住民ほけん課に申請してください。

　【申請に必要なもの】資格確認書、本人確認書類

　※負担区分が「一般Ⅰ」「一般Ⅱ」「現役並み所得者Ⅲ」の方は限度額適用なしのため申請は不要です。

■マイナ保険証で受診される方

　マイナ保険証を利用すれば、申請がなくても自己負担限度額までの支払いとなります。

　（長期に入院されている場合の届出は必要です）

後期高齢者医療加入者の皆さんへ

「被保険者証（保険証）」および「資格確認書」更新のお知らせ
令和７年７月３１日（木）まで現在の保険証（あさぎ色）や資格確認書（桃色）の有効期限

　新しい資格確認書（クリーム色）は、７月中に特定記録で郵送します。令和７年８月１日からお使いください。

　新しい資格確認書（クリーム色）に記載の自己負担割合は、令和７年度住民税課税標準額をもとに判定し

ています。

　なお、現在お持ちの保険証（あさぎ色）や資格確認書（桃色）は、令和７年８月１日以降に住民ほけん課

（２番窓口）へ返却するか、ご自身で廃棄をお願いします。

※令和６年１２月２日より、新たな保険証の発行を終了しマイナ保険証を基本とする仕組みに移行していますが、後期高齢

　者医療制度に加入する方には、マイナ保険証の有無に関わらず、申請なしで令和８年７月３１日まで使える「資格確認書

　（クリーム色）をお届けします。マイナ保険証での受診が難しい方は資格確認書で医療を受けられます。

※資格確認書の裏面に臓器提供の意思表示欄がありますので、臓器提供の意思表示をする際は、ボールペンで記入してくだ

　さい。なお、個人情報保護のためのシールを担当窓口に用意していますので、詳しくは住民ほけん課へお問合せください。

同一世帯の後期高齢者医療加入者のうち、住民税課税標準額が145万円以上の方が

いる世帯の加入者

同一世帯の後期高齢者医療加入者のうち、住民税課税標準額が28万円以上の方が

いて、「年金収入＋その他合計所得」が200万円以上（世帯に２人以上の被保険者が

いる場合は合計額が320万円以上）の方（自己負担割合が３割の方を除く。）

上記条件に該当しない世帯の加入者

３割

２割

１割

自己負担割合 要　　　　　　　　　　　　件

住民ほけん課　保険年金係　☎ 42－125６問

in 多良木町

「お出かけ知事室 ～ともに未来を語る会～」 
参加者募集

　　　　申込フォームのＱＲコード

　　　　からお申し込みください。

または、県ＨＰから「参加申込書」

をダウンロードし、郵送、ＦＡＸ、

mailなどからご提出ください。

・知事との対話を希望される方は申し込みが必要

　です。※多良木町にお住まいの方に限ります。

・傍聴のみの方は、お申し込み不要です。

　※発言はできません。

・小学生以下の参加は保護者同伴でお願いします。

　県では、知事が県内市町村に伺い、県民の皆さま方からの意見をお聴きし、

県の政策へ速やかにつなげるため、「お出かけ知事室 ～ともに未来を語る会～」

を開催します。

ᴵఌᴵஓᷴ
ԟऻᴴ஽ᵻԟऻᴶ஽

日時 留意事項

申込期限

۹ᄻᄑᆅεʅʽʉ˂会場

申込

総務課からの

お知らせC H E C K

防災無線は常に電源を入れておきましょう

ᴴఌ±¸ஓᷴǽԟऻᴲ஽ɑȺ॒ᅔ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

低所得者Ⅰ
（※３）

低所得者Ⅱ
（※２）

一般Ⅰ

一般Ⅱ

現役並み所得者Ⅲ
（住民税課税所得
690万円以上の方）

現役並み所得者Ⅱ
（住民税課税所得
380万円以上の方）

現役並み所得者Ⅰ
（住民税課税所得
145万円以上の方）

３割

２割

１割

252,600円＋（総医療費-842,000円）×１％
＜４回目以降140,100円＞（※１）

167,400円＋（総医療費-558,000円）×１％
＜４回目以降93,000円＞（※１）

80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％
＜４回目以降44,400円＞（※１）

18,000円
（年間上限14.4万円）

8,000円

8,000円

57,600円
＜４回目以降44,400円＞

（※１）

24,600円

15,000円

18,000円
（年間上限14.4万円）

または｛6,800円＋（医療費

－30,000円）×10％｝の低

い方を適用

適用なし
申請不要

適用なし
申請不要

適用あり
併記申請が必要

適用あり
併記申請が必要

適用あり
併記申請が必要

適用あり
併記申請が必要

外来
（個人単位）

負担
割合

負担区分
外来＋入院
（世帯単位）

自己負担限度額
適用の有無

※１　過去12ヶ月以内に外来＋入院の限度額を超えた月が４回以上あった場合、〈　〉内の金額となります。
※２　低所得者Ⅱとは、世帯の全員が住民税非課税の方（低所得者Ⅰ以外の方）。
※３　低所得者Ⅰとは、世帯の全員が住民税非課税かつ、世帯全員の所得が０円の方。
　　（年金の公的年金等控除額を80万円、給与所得は所得金額調整控除前の金額から10万円を控除して計算）　

申込フォーム



多良木町役場　税務課住民税係　☎ 42－1255問

原付⼀種に新たな区分基準が追加されています
原動機付⾃転⾞の登録

　

　　　１.排気量が５０ｃｃ超１２５ｃｃ以下

　　　２.最高出力が４.０ｋW 以下

　　　　※総排気量が 125ｃｃ以下でも最高出力が４.０ｋＷ超の場合、原付免許では運転できません。

　これらが当てはまる場合、役場にてナンバープレートの交付を行う場合、原付一種（白ナンバー）

となります。登録の際は、総排気量だけではなく、最高出力が必要となりますのでカタログ等や販

売店で確認の上、税務課にて登録をお願いいたします。

防災無線は常に電源を入れておきましょう

①窓口に来られる方の顔写真付き身分証明書（運転免許証やマイナンバーカードなど）

②該当車両の型式、車台番号、型式認定番号、排気量および最高出力のわかるもの（カタログ等※）

　　※主要二輪車メーカー以外（改造などによる最高出力抑制）については「最高出力が4.0kW以下であることの確

　　 認済書」または確認実施機関による最高出力確認結果の表示（シール）にて確認します。

税務課からの

お知らせC H E C K

広報たらぎ2025．7 16

新たな区分となる条件

多良木町役場　税務課にて手続きする際の必要書類

ナンバープレート

特定小型原動機付自転車
（キックボード等）

原 

動 

機

白色（専用プレート）

第一種原動機付自転車 第二種原動機付自転車

一般原動機付自転車

白色 黄色 桃色

総排気量

最高出力

定格出力

125ｃｃ以下

90ｃｃ以下
—

長　　さ

幅

高　　さ

最高速度

税　　額

0.6ｋＷ 4.0ｋＷ超

50ｃｃ以下

4.0ｋＷ以下

2.5ｍ以下

1.3ｍ以下

2.0ｍ以下

—

1.9ｍ以下

0.6ｍ以下

—

20㎞/以下

2,000円 2400円

—

新区分

　令和７年度より、原付一種（50ccバイク）に新たな区分基準が

追加されています。

すこやかだより

保健センター　☎ 42－1100問

みんなで熱中症を防ぎましょう

□チェック！作業するときの注意点

॔ဩҴቝ̴

熱中症を疑う症状があったら…

・手足がつる　

・イライラしている　

・フラフラしている

・立ちくらみ

・めまい　　　

・ボーッとしている　

・吐き気　　　　　　　　　

・呼びかけに反応しない　

・汗が止まらない/汗が出ない　　

・すぐに疲れる

　近年は、職場の労働時における熱中症により、１年間で約30人が亡くなり、約1,000人以上が４日以上

仕事を休んでいます。作業をするときは熱中症に注意しましょう。

※１ 暑さ指数 （WBGT） とは、人間の熱バランスに影響の大きい気温・湿度・風（気流）・輻射熱※２を取り入れた温度の

　指標です。高いほど熱中症になるリスクは高まります。「28」以上は厳重警戒です。

※２ 輻射熱とは、日差しを浴びたときに受ける熱や、地面、建物、人体などから出ている熱です。

　職場における熱中症の重篤化を防ぐため、令和７年６月１日から改正労働安全衛生規則が

施行されています。職場での対策も見直しましょう。

□暑さ指数（WBGT）※１を確認しましょう。

□単独作業を避け、声を掛け合いましょう。

□水分、塩分を積極的に取りましょう。

□涼しいところで休憩しましょう。

□作業開始前の健康状態の確認を徹底し、

　監督者は巡視頻度を増加しましょう。

□体調不良の者に異常を認めたときは、躊躇

　することなく救急隊を要請しましょう。

広報たらぎ2025.717

平成17年主要都市の救急搬送データより

　熱中症予防対策として、一時的に暑さを

しのげる空間をご提供いただける施設を募

集中です。

　詳しくは、多良木町役場ホームページを

ご覧ください。　

ひと涼み休憩
所

＊飲料水などは、利用する方で負担（持ち込み）します。

＊冷房の電気代などは、施設が負担します。

期間 7月1日（火）～9月30日（火）まで

参考・引用：厚生労働省ＨＰ・パンフレット「～職場における～熱中症予防基本対策のススメ」

「ひと涼み休憩所」の
　　申し込みはこちらから

※気候変動適応法の規定に基づく
　 「指定暑熱避施設（クーリング
　シェルター）」ではありません。

役場HP QR

LoGoフォーム（QRコード）から申し込む



広報たらぎ2025．719

教育委員会　☎ 42－1266問

国税庁経験者採用試験受験者募集

　人事院と熊本国税局では、国税庁経験者採用試験の受験者を募集します。

　国税庁経験者採用試験に合格し採用されると、全員が税務大学校において、３か月間、職員として必要な

専門知識を修得するための研修を受講します。その後、税務署に配属され、国税の仕事に従事することにな

ります。

　受験資格などの詳細は、人事院ホームページ（国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ）をご覧いただくか、熊

本国税局人事第二課試験研修係（☎０９６-３５４-６１７１　内線６０４６）へお問い合わせください。

７月下旬～８月中旬（予定）受験申込受付期間

国税だより

教育委員会だより

「熊本大学教育学部附属小・中学校」「熊本大学教育学部」

研究協力協定を締結

　町内小・中学校教職員の授業力向上を目指し、熊本大学教育学部附属小・中学校、熊本大学教育学部との

研究協力協定の締結を行いました。

　教科は国語科・数学科（算数科）・英語科（外国語科）等で、各学校の希望する教科の研究実践を行います。

最先端の研究を行っている学校と研究開発を行っていくことで、教職員一人一人の資質向上と授業改善に取

り組み、本町の児童生徒の学力向上につなげていきます。

　いずれの学校においても、大変快く対応いただき、研究協力を進めていくことになりました。

熊本大教育学部附属小学校

塩村校長と吉村教育長

熊本大学教育学部附属中学校

松島校長と吉村教育長

熊本大学教育学部

北川准教授と吉村教育長

防災無線は常に電源を入れておきましょう

ා߄௖౴͈ٛ඾೾

来訪相談の予約は、 「予約受付専用電話」 からも予約ができます。 　☎（0570）05-4890

手元に年金手帳を準備する

☎ （0965）35－6123
自動音声案内に従って番号を押す

ਖ਼ЫȾࢳᦂਖ਼࢝ɥໄ϶Ȭɞ

市町村役場担当窓口を訪問

年金相談予約申し込み票を記入

窓口に提出して、予約日時を確認お客様相談室へつながります

ɄⓊῬɡ ᢈٹɡ

ご予約の方法は二通りご予約の方法は二通りご予約の方法は2通り

年金請求・受取・相談の予約

年金相談の予約や、そのほかの
用件または職員にご用の方

ダイヤル回線の方や、操作方法、またはお問い合わせ先が

ご不明なときは、番号を押さずそのままお待ちください

̙ጙаǽஓటࢳᦂൡഫт͍ࢳᦂ̜ө੔ǽȝ޵റᄾᝬ޷ǽ☎ᴥ°¹¶µᴦ³µᴪ¶±²³

国民年金インフォメーション

※予約相談希望日の１ヶ月前から前日まで受付しています。

※ご連絡の際は、基礎年金番号の分かる年金手帳や年金証書をご準備ください。

予約相談の実施時間帯 月曜日　　　午前８時30分～午後６時00分　　※祝日の場合は、火曜日

火～金曜日　午前８時30分～午後４時00分

第２土曜日　午前９時30分～午後３時00分

○人吉会場：人吉市役所１階相談室　　○錦会場：錦町社会福祉協議会（温泉センター）

※今後のスケジュールは、随時お知らせします。

т͍ࢳᦂ̜ө੔ǽ☎ᴥ°¹¶µᴦ³µ­¶±²³ǽǽͳ෢ɎȤɦᝥ ί᪙ࢳᦂΡǽ☎´²­±²µ¶問

ᩒϸஓˁ͢ک

̙ጙȾȷȗȹ

13
多良木

27
多良木

◆ 相談会スケジュール ◆
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土金木水火月日

※年金相談会は完全予約制になっております。

※キャンセルされる場合は、必ずご連絡をお願いします。

月曜日　　　午前８時30分～午後７時00分　※祝日の場合は、火曜日

火～金曜日　午前８時30分～午後５時15分

第２土曜日　午前９時30分～午後４時00分

電話受付
時　　間

（　 を押す）１

（　 を押す）２
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多良木町多目的研修センター　１階管理人室
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InformaƟon InformaƟon
ワンストップ就労相談窓⼝・ジョブカフェ（無料）

　人吉球磨地域の人材確保・マッチングのため、ジョブカフェ・球磨ブランチは事業所・求職者の方々の支援をして

います。また、出張相談会も行っていますので、どなたでもどこの会場でもお気軽にご相談ください。

　　■対 象 者　 事業所、求職者本人、家族、学校の先生

　　■開所時間　 月曜日～金曜日　午前10時～午後５時　※祝日を除く（事前予約制）

　　■住　　所　 〒868-8503 人吉市西間下町86-1　球磨地域振興局３階

　出張相談会日程

■問合せ先　ジョブカフェ・球磨ブランチ　☎２２-０５５５　産業振興課商工業振興係　☎４２-１２５２

７月１６日
７月２２日
７月２４日
８月１３日

あさぎり町ポッポー館２階　和洋室
ハローワーク球磨　会議室（面接セミナー）
多良木町多目的研修センター
湯前町役場　相談室

日にち 場　　　　　　　所時　　　間
午前10時
午後１時15分
午前10時
午前10時

～
～
～
～

正午
午後３時
正午
正午

 

<
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
>

■
レ
ン
タ
カ
ー
で
の
傷
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

　

友
人
や
家
族
で
の
遠
出
旅
行
が
増
え
る

と
、
レ
ン
タ
カ
ー
で
観
光
す
る
方
か
ら
、

傷
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然

防
止
の
た
め
、「
利
用
・
返
却
時
の
車
両

の
状
態
の
確
認
や
記
録
」、「
契
約
前
の
保

険
や
補
償
等
の
ル
ー
ル
確
認
」、「
事
故
発

生
時
の
関
係
機
関
へ
の
連
絡
」
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

▽
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
際
は

　

多
良
木
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

☎
４
２‐

１
１
０
０

　

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　

　

☎(
０
９
６
)
３
８
３‐

０
９
９
９

■
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
(
♯
９
９
１
０
)

　

通
報
の
お
願
い

　

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
道
路
に
お
け

る
倒
木
や
穴
ぼ
こ
な
ど
、
道
路
異
状
を
発

見
し
た
場
合
の
通
報
窓
口
で
す
。
こ
の
ダ

イ
ヤ
ル
に
通
報
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

速
や
か
に
応
急
処
置
等
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
、
道
路
の
異
状
に
よ
る
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

道
路
異
状
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
速
や

か
に
＃
９
９
１
０
に
連
絡
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

<
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
>

■
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
の
開
催

　

２
年
に
１
度
の
チ
ャ
ン
ス
。
食
生
活
改

善
推
進
員
に
な
る
た
め
の
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
自
分
自
身
・
ご
家
族
・
お
隣

さ
ん
・
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
を
図

る
た
め
、
私
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
活
動

し
ま
せ
ん
か
？
受
講
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
参
加
料
　

無
料

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

住
民
ほ
け
ん
課
　

保
健
衛
生
係

　

☎
４
２‐

１
１
０
０

公益財団法人熊本県市町村振興協会

 

■
食
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

県
で
は
、
家
庭
の
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て

調
査
す
る
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
対
象
者
　

　

県
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の
方

▽
活
動
内
容

　

連
続
し
た
２
週
間
、
発
生
し
た
食
品
ロ

ス
の
量
と
種
類
な
ど
を
記
録
し
、
県
に
報

告
し
ま
す
。

▽
応
募
方
法
　

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
フ
ォ
ー
ム

に
ア
ク
セ
ス
し
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間
　

７
月
31
日
(
木
)
ま
で

▽
問
合
せ
先
　

県
消
費
生
活
課

　

☎(
０
９
６
)
３
８
３‐

２
３
０
９

■「
ア
ニ
マ
ル
フ
レ
ン
ズ
熊
本
」
で

　

休
日
譲
渡
会
を
開
催

　

保
護
犬
と
保
護
猫
の
譲
渡
を
進
め
る
た

め
、「
ア
ニ
マ
ル
フ
レ
ン
ズ
熊
本
(
熊
本

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
)」
に
お
い
て
、

毎
月
第
３
日
曜
日
に
休
日
譲
渡
会
を
開
催

し
ま
す
。
予
約
は
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
来
所
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
動
物
愛
護
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
左

記
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
　

ア
ニ
マ
ル
フ
レ
ン
ズ
熊
本

　

☎(
０
９
６
４
)
２
７‐

８
１
１
５

 

【
優
生
手
術
・
人
工
妊
娠
中
絶
一
時
金
】

▽
対
象
者

　

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
又

は
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
た
方
(
現
在
ご

存
命
の
方
)

▽
支
給
額

　

優
生
手
術
　
　
　

３
２
０
万
円

　

人
工
妊
娠
中
絶
　

２
０
０
万
円

▽
問
合
せ
先

　

熊
本
県
旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口

　

☎(
０
９
６
)
３
３
３‐

２
３
５
２

 

<
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
>

■
保
健
所
で
実
施
し
て
い
る
検
査

　
　
　
　
　

(
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
等
)

　

人
吉
保
健
所
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

の
他
、
梅
毒
検
査
や
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
を
無
料
・
匿
名
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
電
話
に
よ
る
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
人
吉
保
健
所
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
日
　
　

毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

▽
受
付
時
間
　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時

▽
場
所

　

人
吉
保
健
所
(
球
磨
地
域
振
興
局
２
階
)

▽
検
査
方
法
　

採
血

▽
問
合
せ
先
　

　

人
吉
保
健
所
　

保
健
予
防
課

　

☎
２
２‐

３
１
０
７

■
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
協
定
団
体
の
募
集

　

県
で
は
、
県
が
管
理
す
る
道
路
で
の
清

掃
や
除
草
、
植
栽
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、「
ロ
ー

ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
や
団
体
を
問
わ
ず
申
し
込
み
可
能

で
、
ゴ
ミ
袋
や
軍
手
な
ど
の
支
給
、
清
掃

用
具
の
貸
し
出
し
、
保
険
の
加
入
補
助
な

ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
　

県
道
路
保
全
課

　

☎(
０
９
６
)
３
３
３‐

２
４
９
５

■
令
和
８
年
度
採
用

　

実
習
船
「
熊
本
丸
」
の
船
員
募
集

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
８
年
４
月

１
日
採
用
予
定
の
船
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
募
集
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
熊
本

県
教
育
委
員
会
Ｈ
Ｐ
を
確
認
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
職
種

　

航
海
士
、
甲
板
員
、
機
関
員
、
司
厨
員

▽
勤
務
場
所

　

熊
本
県
立
天
草
拓
心
高
等
学
校

　

マ
リ
ン
校
舎

▽
試
験
の
日
程
な
ど

　

応
募
者
へ
個
別
に
連
絡
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先

　

県
教
育
委
員
会
学
校
人
事
課
　

　

☎(
０
９
６
)
３
３
３‐

２
６
９
２

■
ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
農
薬
危
害
防
止

　

こ
れ
か
ら
早
期
水
稲
は
出
穂
・
開
花
期

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
の
農
薬
散
布
に

あ
た
っ
て
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
被
害
を
与
え

な
い
よ
う
、
事
前
に
近
く
の
養
蜂
家
と
巣

箱
の
位
置
や
防
除
時
期
、
場
所
な
ど
の
情

報
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
散
布
し
た

農
薬
が
ミ
ツ
バ
チ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ
先

　

県
農
業
技
術
課

　

☎(
０
９
６
)
３
３
３‐

２
３
８
１

　

県
畜
産
課

　

☎(
０
９
６
)
３
３
３‐

２
４
０
１

■
旧
優
生
保
護
法
の
補
償
金
等
受
付

　

昭
和
23
年
か
ら
平
成
８
年
ま
で
の
間
に
、

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
き
優
生
(
不
妊
)

手
術
や
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
ら
れ
た
方

に
対
す
る
補
償
金
等
の
受
付
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

▽
請
求
期
限
　

令
和
12
年
１
月
16
日
ま
で

 

【
補
償
金
】

▽
対
象
者

　

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
を

受
け
た
方
、
配
偶
者
、
本
人
や
配
偶
者
が

亡
く
な
ら
れ
て
い
る
場
合
は
遺
族
。

▽
支
給
額

　

大
人
　
　

１
５
０
０
万
円

　

配
偶
者
　

５
０
０
万
円

ɮʗɵʫʪʁᚱ޼Ⱦȧา৙ᴞ
　イネカメムシの発生が近年、拡大傾向にあります。基部斑点米を発生させるほか、出穂期に籾の基部を

加害することにより、不稔米を発生させます。発生量が多く、適期の防除が実施されていない場合は、

大幅な減収となる可能性があります。

・イネカメムシは他の斑点米カメムシ類と異なり、出穂期から登熟初期に籾を加害するため、発生が

　多い場合は、穂揃い期以降ではなく、出穂期に防除を行いましょう。

・薬剤の使用にあたっては、使用回数、濃度、使用量、使用時期を遵守するとともに、周辺の作物や

　有用昆虫（ミツバチなど）の環境に影響がないよう農薬飛散防止に努めましょう。

防
除
対
策

https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/75/125504.html

病害虫の防除に関する情報は、熊本県病害虫防除所HPをご確認ください。
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InformaƟon
■
人
吉
球
磨
准
看
護
学
院
　

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　

 

「
目
指
せ
！
新
し
い
自
分
」

▽
日
時

　

８
月
20
日
(
水
)

　

午
前
９
時
〜

▽
参
加
者
特
典

　

・
過
去
入
試
問
題
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

・
受
験
料
２
万
円
オ
フ

■
熊
本
い
の
ち
の
電
話

　

開
局
　

周
年
記
念
講
演
　
　

　
　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

熊
本
い
の
ち
の
電
話
開
局
40
周
年
の
記

念
講
演
を
開
催
し
ま
す
。
自
殺
予
防
熊
本

い
の
ち
の
電
話
の
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映
後
、

か
わ
い
ら
し
い
花
童
た
ち
や
勇
ま
し
い
吟

剣
詩
舞
道
に
よ
る
舞
い
、
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
に
よ
る
デ
ュ
オ
な
ど
多
彩
な
メ

ン
バ
ー
が
出
演
し
ま
す
。
楽
し
い
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
益
金
は
自
殺
予
防
「
熊

本
い
の
ち
の
電
話
」
の
活
動
資
金
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

▽
日
時
　

８
月
17
日
(
日
)

▽
開
場
　

午
後
１
時
30
分

▽
開
演
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分

▽
場
所
　

く
ま
も
と
森
都
心
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

▽
料
金
　

２
０
０
０
円

▽
定
員
　

３
５
０
名
(
先
着
順
)

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

熊
本
い
の
ち
の
電
話
事
務
局
　

　

☎(
０
９
６
)
３
５
４-

４
３
４
３

■
戦
後
　
年
　

　

記
憶
の
継
承
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

戦
後
80
年
を
迎
え
、
戦
争
を
体
験
さ
れ

た
方
が
少
な
く
な
る
中
、
広
く
国
民
が
戦

争
の
記
憶
を
共
有
・ 

継
承
し
、
そ
の
学

び
を
現
在
、
そ
し
て
未
来
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
厚
生
労

働
省
で
は
、
若
年
世
代
が
先
の
大
戦
に
つ

い
て
知
り
、
現
在
そ
し
て
未
来
に
生
か
す

こ
と
を
深
く
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

若
年
世
代
を
対
象
と
し
た
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。

▽
テ
ー
マ

　

先
の
大
戦
に
係
る
記
憶
を
継
承
し
、
そ

の
学
び
を
ど
の
よ
う
に
現
在
そ
し
て
未
来

に
生
か
し
て
い
く
か

▽
応
募
期
間
　

９
月
30
日
(
火
)
ま
で

　
　
　
　
　
　

※

当
日
消
印
有
効

▽
応
募
資
格

　

日
本
国
内
に
居
住
す
る
令
和
７
年
４
月

１
日
時
点
で
15
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̬ᣮ̜୒ᄉႆ࿡ม 4月末現在（対前年比） 5月末現在（対前年比） ̷ՠɁӦȠ 5月１日現在 6月１日現在

熊本県内
多良木署管内
多良木町内
熊本県内
多良木署管内
多良木町内
熊本県内
多良木署管内
多良木町内
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(        )
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0
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↑公式LINE

↑申し込みはこちらから

毎月１日・20日は、家畜防疫の日
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7 ■
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山の日

広報たらぎ 2025．723

母子手帳交付

  （午前9時30分～午前11時）

　※受付  午前9時15分～

育児相談

  （午後1時～午後3時）

マイナンバーカード

夜間開庁日

【開庁時間】

午後5時15分～午後8時【開場時間】（平　日）午前９時～正午

　　　 　 （土・日）午前６時30分～正午

ストックヤード開場日

　●えびす広場　　■中山運動公園

　★黒肥地公民館　▲槻木地区

༦ঊ਀ನ࢐ Ȫັါထ࿩ȫ

֗঱௖౴Ȫါထ࿩ȫ

༦ঊ਀ನ࢐ Ȫັါထ࿩ȫ
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■公共料金（７月分）の納入について
税目および使用料 担　当　課　（電話番号） 納　期　限 口 座 振 替 日

7月25日㈮

国民健康保険税　３期

後期高齢者医療保険料　１期

住宅使用料　

上・下水道使用料

税　務　課　　☎42-1254

住民ほけん課　☎42-1256

建　設　課　　☎42-1259

7月31日㈭

期日 電話 休日当番薬局 （８月分）休日在宅医 （８月分）
൹ᢀᅽፗྱெᕃ’⟎Ꮘ

ᴰஓ᷶

ᴮᴭஓ᷶

ᴮᴮஓᷰ

ᴮᴴஓ᷶

ᴯᴱஓ᷶

ᴰᴮஓ᷶

ɡ൚๔͈֓་͈̳̜̦́ͤ̓̈́͘ࢵȂ਋૷শ͉֓ၷږ̮͒۾ܥ෇̩̺̯̞ȃ
ɡ૷ၷশ͉ۼȂࡿஜ˕শ̥ͣࢃࡿˑশ̳́́͘ȃ

上球磨クリニック（多良木町）

犬童内科胃腸科医院（あさぎり町）

やまむら小児科・内科（あさぎり町）

横山医院（多良木町）

岩井クリニック（あさぎり町）

たかはし小児科内科医院（人吉市）

仁田畑クリニック（多良木町）

権頭医院（相良村）

増田クリニック小児科（人吉市）

増田耳鼻咽喉科クリニック（あさぎり町）

高田内科医院（錦町）

公立多良木病院小児科（多良木町）

東病院（あさぎり町）

たかはし小児科内科医院（人吉市）

犬童耳鼻咽喉科（多良木町）

酒瀬川内科（錦町）

人吉医療センター小児科（人吉市）

たらぎ調剤薬局

くるみ薬局

エスエス堂きりん本町薬局

くろひじ薬局

おかざき薬局

たんぽぽ薬局

ひご薬局多良木店

五日町薬局

清風薬局サンロード免田店

高階誠心堂錦調剤薬局

ファーコス薬局多良木いちご

山口薬局

きりん薬局岡原店

たんぽぽ薬局

きりん薬局原田店

つばめ薬局

さくら調剤薬局医療センター前店
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多良木町社会福祉協議会役員名簿
（任期　令和７年６月～令和９年６月）

職名

会　長

副会長

〃

理　事

〃

〃

〃

〃

〃

監　事

〃

氏　　名

石 井　淳 一

山 田　信 雄

菱 谷 美惠子

落 合　陸 男

塩 塚　和 代

松 本　和 則

米 良　敏 和

栁 原　伸 二

北 原　義 隆

嶋 田　鉄 也

平 田　國 光

所　　属

町　　　長

ボランティア代表

婦人会代表

民生委員代表

学識経験者

商工会代表

区長会代表

老人会代表

福祉施設代表（当該施設管理者）

学識経験者

学識経験者

広報たらぎ2025．7 24
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ʦʳʽʐɭɬᣵፅԦឰ͢Ɂ፱͢ʦʳʽʐɭɬᣵፅԦឰ͢Ɂ፱͢ʦʳʽʐɭɬᣵፅԦឰ͢Ɂ፱͢ʦʳʽʐɭɬᣵፅԦឰ͢Ɂ፱͢ʦʳʽʐɭɬᣵፅԦឰ͢Ɂ፱͢
　町内の各種ボランティア相互の連絡、連携、交流
を図り、地域福祉の向上に貢献することを目的とす
るボランティア連絡協議会（山田 信雄 会長）の総
会が、社協会館で開催されました。
　ボランティア連絡協議会は町内で活動しているボ
ランティアグループと個人ボランティアで構成され
現在、わか草会・健康づくりサポーターなの花・老
連シルバーヘルプ部・陶芸愛好会・傾聴ボランティ
ア絆・ガンバルーン体操の６つのボランティアグル
ープが加入しています。
　総会では、花火大会翌朝の一斉清掃や共同募金活
動、ボランティアについての研修会など連絡協議会
として取り組む事業が決定しました。

௷㔗౒᠟ౘ౎౓మ௸Ꭺው⼗ጀ㱏
　先に回覧文書でお知らせしたとおり、ひとり親家

庭のみなさまと楽しい１日をすごすために、親と子

のつどいを計画しました。

　日時・行先は、下記のとおりです。ご不明な点は

社会福祉協議会事務局（☎４２－１１１２）へお問

い合わせください。

　たくさんのご参加をお待ちしています。

日　　時：８月２４日（日）

　　　　　午前９時００分 出発式～

　　　　　午後６時００分 解散式

行　　先：いおワールドかごしま水族館（鹿児島市）

※経費については社協が負担します。

※詳しい内容は社協のホームページをご覧ください。

募集人数：３０人（募集定員になりしだい締め切ら

　　　　　せていただきます）

参加対象：町内にお住いのひとり親家庭の保護者と

　　　　　小・中学生（小学生以下の弟・妹がいら

　　　　　っしゃる場合は参加可能です）

応募方法：①　こちらのＱＲ

　　　　　　コードから⇒
　　　　　　　　

　　　　　または　

　　　　　②　多良木町社会福祉協議会に備え付け

　　　　　　の申込み用紙に必要事項を記入の上、

　　　　　　お申込み下さい。

※受付時間：月曜日から金曜日の午前８時３０分

　　　　　　～午後５時３０分（祝日は除く）

※受付時間等に来所できない場合は電話または、メ

　ール、ホームページよりお問い合わせください。

　　TEL：42-1112

　　メールアドレス：taragi-shakyo@world.ocn.ne.jp

　　ホームページURL：http://taragi-shakyo.or.jp

申込締切：８月８日（金）まで
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